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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年５月期第３四半期 18,732 △3.8 71 △8.1 70 △45.3 △23 －

2022年５月期第３四半期 19,481 △8.1 77 － 128 － 28 －

（注）包括利益 2023年５月期第３四半期 △33百万円（－％） 2022年５月期第３四半期 18百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年５月期第３四半期 △14.42 －

2022年５月期第３四半期 △7.78 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年５月期第３四半期 24,356 7,577 31.0

2022年５月期 24,718 7,730 31.2

（参考）自己資本 2023年５月期第３四半期 7,561百万円 2022年５月期 7,714百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年５月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年５月期 － 0.00 －

2023年５月期（予想） － －

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 28,824 7.7 426 21.2 380 △9.5 156 34.9

１．2023年５月期第３四半期の連結業績（2022年６月１日～2023年２月28日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．現時点において2023年５月期の配当金は未定であります。

３．2023年５月期の連結業績予想（2022年６月１日～2023年５月31日）

（％表示は対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年５月期３Ｑ 7,861,700株 2022年５月期 7,861,700株

②  期末自己株式数 2023年５月期３Ｑ 15,201株 2022年５月期 12,101株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年５月期３Ｑ 7,847,189株 2022年５月期３Ｑ 7,851,229株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です



Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年５月期 － 0.00 － 80,000.00 80,000.00

2023年５月期 － 0.00 －

2023年５月期（予想） 80,000.00 80,000.00

○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2022年６月１日～2023年２月28日）におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感

染症が少しずつ落ち着きを見せ始め、政府の経済対策効果も伴い、景気の持ち直しが期待されましたが日本経済と

つながりのある海外諸国における地政学的リスクの長期化や原材料価格やエネルギー価格の高騰、物価の上昇に伴

い個人消費の回復までは至らず依然として先行き不透明な状況が続いております。

　小売業界におきましても、コロナ禍を経て新たな生活様式に変わりつつある中、どこにいても商品を購入するこ

とができる事業が定着する一方、消費者動向の変化や物価の上昇などに伴う個人消費の景況感の低迷などから、厳

しい事業環境は継続しております。

　このような状況の下、当社グループはお客様の期待を超えるべく、店舗ごとに独創的な空間を演出する店舗事

業、オリジナル企画によるクリエイター様や他企業様とのコラボ商品などを取り扱うオンライン事業、期間限定で

ここでしか買えないオリジナル商品などを取り扱うPOPUP事業の３つの事業を柱とし、より個性的でヴィレッジヴ

ァンガードでしか実現できない新たな事業価値の創出・向上に取り組んでまいりました。

　このような事業活動の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、18,732百万円と前年同四半期と比べ749百

万円の減収（3.8％減）となりました。売上総利益は、売上高の減少が影響し7,682百万円と前年同四半期と比べ

235百万円の減益（3.0％減）となりました。また販売費及び一般管理費の削減に取り組んでまいりましたが、営業

利益は71百万円と前年同四半期と比べ6百万円の減益(8.1％減)、経常利益は70百万円と前年同四半期と比べ58百万

円の減益(45.3％減)、親会社株主に帰属する四半期純損失は23百万円（前年同四半期は28百万円の親会社株主に帰

属する四半期純利益）となりました。

　セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

　　　①ヴィレッジヴァンガード

　ヴィレッジヴァンガードは、お客様にお買い物を楽しんでいただくため、独創的なワン・アンド・オンリーの空

間の創造を目指しております。

　各店舗では、書籍・SPICE（雑貨類）及びニューメディア（CD・DVD類）、アパレル等の商材を融合させ、店舗独

自の「提案」を展開しております。

　主な業態店舗としては、「遊べる本屋」から「コト」も含め取扱分野を広げた「ヴィレッジヴァンガード」、大

人も楽しめる空間を演出したライフスタイルショップ「new style」、アウトレット業態「Vintage Vanguard」等

を運営しております。またオンライン業態では日本国内でオンラインの書籍・SPICE及びニューメディアの販売を

行っており、クリエイター様やアーティスト様とのコラボ商品等、オリジナル性の高い商品を多数取り扱っており

ます。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は18,732百万円と前年同四半期と比べ749百万円

の減収（3.8％減）となりました。売上総利益につきましては、売上高の減少が影響し7,682百万円と前年同四半期

と比べ235百万円の減益（3.0％減）となりました。また販売費及び一般管理費の削減に取り組んでまいりました

が、営業利益は71百万円と前年同四半期と比べ6百万円の減益(8.1％減)となりました。

　当社グループの当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、直営店７店、FC店１店を閉鎖したことにより、直営店

303店、FC店４店の合計307店となりました。

②その他

　当社グループには海外事業として海外子会社が２社ありますが、比利緹卡（上海）商貿有限公司につきましては

2016年３月末をもって店舗を閉鎖、TITICACA HONGKONG LIMITEDにつきましても2017年６月末をもって店舗を閉鎖

しております。順次、会社清算へ向けた手続きを進めてまいります。

- 2 -

株式会社ヴィレッジヴァンガードコーポレーション（2769） 2023年５月期 第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明

　　①資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりであります。

　　（資産）

　　　流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％減少し、21,410百万円となりました。これは、現金及び預金が

　　95百万円減少したことなどによるものです。

　　　固定資産は、前連結会計年度末に比べて7.1％減少し、2,945百万円となりました。これは、建物及び構築物

　　（純額）が79百万円、ソフトウエアが80百万円、差入保証金が34百万円減少したことなどによるものです。

　　　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、24,356百万円となりました。

　　（負債）

　　　流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.3％減少し、7,709百万円となりました。これは、未払金が101百万円

　　未払消費税等が205百万円減少したことなどによるものです。

　　　固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、9,069百万円となりました。これは、社債が153百万円増

　　加したことなどによるものです。

　　　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.2％減少し、16,778百万円となりました。

　　（純資産）

　　　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて153百万円減少し、7,577百万円となりました。これは、利益剰余金が

　　143百万円減少したことなどによるものです。

　　② キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第３四半期連結累計期間

に比べ236百万円減少し、4,971百万円となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は154百万円（前年同四半期は535百万円の収入）となりました。これは、主に売上

債権の減少368百万円、減価償却費229百万円があったものの、棚卸資産の増加額257百万円、未払消費税の減少額

242百万円および利息の支払額97百万円並びに法人税等の支払額165百万円があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は89百万円（前年同四半期は211百万円の支出）となりました。これは、主に有形

固定資産の取得による支出49百万円、無形固定資産の取得による支出25百万円があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は148百万円（前年同四半期は1,030百万円の収入）となりました。これは、主に長

期借入金の返済による支出3,071百万円があったものの、短期借入金の純増額103百万円、長期借入れによる収入

3,150百万円があったためであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　　　2022年7月15日の「2022年5月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,066 4,971

売掛金 1,563 1,196

商品 14,569 14,827

その他 350 419

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 21,546 21,410

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,247 1,167

その他（純額） 95 75

有形固定資産合計 1,342 1,242

無形固定資産

ソフトウエア 350 269

ソフトウエア仮勘定 47 47

その他 1 1

無形固定資産合計 399 318

投資その他の資産

長期前払費用 60 49

差入保証金 1,367 1,333

その他 2 1

貸倒引当金 △1 △0

投資その他の資産合計 1,429 1,384

固定資産合計 3,171 2,945

資産合計 24,718 24,356

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

株式会社ヴィレッジヴァンガードコーポレーション（2769） 2023年５月期 第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,154 3,146

短期借入金 149 252

１年内償還予定の社債 30 57

１年内返済予定の長期借入金 3,334 3,335

未払金 376 274

未払法人税等 120 22

未払消費税等 245 40

契約負債 36 0

株主優待引当金 28 35

賞与引当金 58 21

資産除去債務 6 12

その他 514 511

流動負債合計 8,056 7,709

固定負債

社債 165 318

長期借入金 6,852 6,930

長期未払金 84 43

役員退職慰労引当金 400 413

退職給付に係る負債 169 162

資産除去債務 1,205 1,156

その他 53 45

固定負債合計 8,931 9,069

負債合計 16,987 16,778

純資産の部

株主資本

資本金 2,330 2,330

資本剰余金 3,807 3,807

利益剰余金 1,590 1,446

自己株式 △0 △0

株主資本合計 7,728 7,585

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △14 △24

その他の包括利益累計額合計 △14 △24

新株予約権 16 16

純資産合計 7,730 7,577

負債純資産合計 24,718 24,356
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2022年２月28日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2023年２月28日)

売上高 19,481 18,732

売上原価 11,563 11,050

売上総利益 7,918 7,682

販売費及び一般管理費 7,840 7,611

営業利益 77 71

営業外収益

仕入割引 22 21

業務受託料 73 74

協力金収入 56 0

その他 47 51

営業外収益合計 199 147

営業外費用

支払利息 104 98

営業外支払手数料 39 37

その他 4 12

営業外費用合計 148 148

経常利益 128 70

特別利益

新株予約権戻入益 0 0

違約金収入 0 -

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 23 25

減損損失 6 11

特別損失合計 29 37

税金等調整前四半期純利益 99 33

法人税等 70 57

四半期純利益又は四半期純損失（△） 28 △23

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
28 △23

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2022年２月28日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2023年２月28日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 28 △23

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △10 △9

その他の包括利益合計 △10 △9

四半期包括利益 18 △33

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18 △33

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
　至　2022年２月28日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日

　至　2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 99 33

減価償却費 232 229

固定資産除却損 23 25

減損損失 6 11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △0

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 104 98

営業外支払手数料 39 37

売上債権の増減額（△は増加） 78 368

棚卸資産の増減額（△は増加） 428 △257

仕入債務の増減額（△は減少） △381 △8

未払消費税等の増減額（△は減少） 116 △242

その他 4 △192

小計 756 108

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △101 △97

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △118 △165

営業活動によるキャッシュ・フロー 535 △154

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △52 △49

無形固定資産の取得による支出 △108 △25

差入保証金の差入による支出 △9 △10

差入保証金の回収による収入 28 37

その他 △69 △40

投資活動によるキャッシュ・フロー △211 △89

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3 103

長期借入れによる収入 5,707 3,150

長期借入金の返済による支出 △4,416 △3,071

社債の発行による収入 - 210

社債の償還による支出 △30 △30

営業外支払手数料の支出 △39 △37

割賦債務の返済による支出 △73 △55

配当金の支払額 △120 △120

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,030 148

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,354 △95

現金及び現金同等物の期首残高 3,853 5,066

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,207 4,971

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の重要な会計上の見積りに記載した、新型コロナウイルス感染症の影響につい

ては、ワクチン接種等により、2022年度にかけて徐々に回復していくとの仮定に重要な変更はありません。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また実務対応報告第42号第32項（１）に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ヴィレッジヴァンガード

売上高

外部顧客への売上高 19,481 － 19,481 － 19,481

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 19,481 － 19,481 － 19,481

セグメント利益又は損失

（△）
77 △0 77 － 77

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年６月１日　至　2022年２月28日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、比利緹卡（上海）商貿有限公司及びTITICACA HONGKONG LIMITEDが含まれておりま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第３四半期連結累計期間に「ヴィレッジヴァンガード」セグメントにおいて、６百万円の減損損失を

計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ヴィレッジヴァンガード

売上高

外部顧客への売上高 18,732 － 18,732 － 18,732

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 18,732 － 18,732 － 18,732

セグメント利益又は損失

(△)
71 △0 71 － 71

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2023年２月28日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、比利緹卡（上海）商貿有限公司及びTITICACA HONGKONG LIMITEDが含まれておりま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第３四半期連結累計期間に「ヴィレッジヴァンガード」セグメントにおいて、11百万円の減損損失を

計上しております。
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